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Ⅰ．はじめに

一般社団法人日本建設機械施工協会は，平成 29 年
度の研究開発助成対象研究開発を決定しましたのでお
知らせいたします。

この「研究開発助成」は，建設機械及び建設施工に
関する技術等の向上と普及を図り，もって国土の利用，
開発及び保全並びに経済及び産業の発展に寄与するこ
とを目的として優れた研究開発・調査研究に対して助
成する制度で，本年度は第 11 回目となります。

本年度は，研究開発助成審査委員会（委員長　阿部
雅二朗　長岡技術科学大学大学院教授）において過日
厳正な審査を行い，今般応募 6 件の中から『無排土掘
削機を用いた宅地地盤の液状化対策工法に関する研究

（金沢大学　理工学研究域環境デザイン学系　教授　
宮島　昌克氏）』の 1 件に対し助成することに当協会
会長が決定しました。

なお，研究期間は平成 30 年 4 月から平成 31 年 3 月
末で，研究開発成果は平成 31 年 11 月開催予定の「建
設施工と建設機械シンポジウム」，機関誌「建設機械
施工」等で発表される予定です。

Ⅱ．助成研究開発の概要

今回助成を決定した研究開発の概要は以下のとおり
です。
○�無排土掘削機を用いた宅地地盤の液状化対策工法に

関する研究
金沢大学　理工学研究域環境デザイン学系　教授
� 宮島　昌克氏
東日本大震災においては関東地域の埋立地盤で広範

囲に大規模な液状化が発生し，住宅の沈下，傾斜など
の深刻な被害が多数発生した。地中連続壁や地下水位
低下工法など，広範囲にわたる液状化対策が地震後実
施されたが，個別の住宅に対する安価で簡易な地盤へ
の液状化対策は皆無といってよい状況にあり，来るべ
き巨大地震に対して開発が急務である。

近年，圧縮翼をもつ特殊スクリューにより掘削土砂
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を孔壁に押し込め，孔壁を自立させる，無振動・低騒
音・無粉塵の小型の杭孔掘削機が実績を上げている。
不連続オーガスクリューにより土砂を孔壁に押し付け
地上に排出する土砂を抑えるとともに，孔壁を強固な
状態に改良しながら杭孔を造成していく工法であるの
で残土処理の必要がない。

本研究では，この杭孔掘削機が小型で無振動，低騒
音であることに着目し，液状化を引き起こす緩詰の砂
地盤の相対密度増加効果による液状化対策に用いるこ
とを検討するものである。

  1．�既 に 玉 石・ 転
石・硬質地盤プ
レボーリングと
して施工実績の
ある杭孔掘削機
が，液状化の可
能性が高い緩詰
の飽和砂地盤で
も圧縮翼をもつ
特殊スクリュー
により掘削土砂を孔壁に押し込め，孔壁を自立さ
せることができることを実機を用いて確認。

  2．�掘 削 ス ク リ 
ュー模型と，
試験用砂箱を
作成し掘削ス
クリュー貫入
前後の相対密
度の変化を，
初期相対密度
と杭孔からの距離の関係で整理。

  3．�個別要素法を用いて 2．の実験をシミュレートし，
初期相対密度と杭孔からの距離の関係について実
験との対応を検討。

  4．�相対密度の増加を液状化安全率に換算し杭孔の径，
杭孔からの距離と液状化安全率の関係を明らかに
する。
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  5．�杭孔へのグラベル投入
を検討。グラベルによ
る間隙水圧消散効果
を，液状化安全率の上
昇として整理し，レベ
ル 2 地震動への対策と
しての有効性を検討。

  6．�従来の杭孔掘削機に，グラベルの投入と詰め込み
を行うための機能を付加することを検討。

�




